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クリーンセンター花泉有限会社 殿

,1■ 550017

平成 27年 10月 26日

計量証明事業登録番号 岩手県第 71号

エ ス エ ス 環 境 株 式 会 社

〒0200122盛 司市みたけ 4丁 日333
Tじ | (019) 643-8911(イ )ヽ

環境計量 :(騒音振動)古舘 忠 Hl

1 計量年月 日
2 言1量の場所

3 計量のl・果

r`成 27年 9月 25日

場  所 :ク リーンセンター花泉有限会社
イ〕:  所 :岩手県―関市花泉町日形字日形山 2番地 1
測定箇所 :敷地内及び周辺 12地点

貴依 lllに よる計量結果を次のとおり証明致します。

計 量 の 対 象

騒音 レベル

指示値 0,)

騒音レベル

90%レンジ
上端値 (Ll,)

汚晏昔レベル

中央値 (L.,.)

騒音レベル

90てるレンジ

下瑞値 (L,v=)

測定地点名 測定時亥1 dB dB dB d,

No l地点 13:12～ 13:22 45 39 一ｂ

No 2地点 14:08‐  14:18 60 56 52

No 3地点 14:45^-11:55 52 46 44

No 4地 点 11:15-11:25 62 57 54

No 5地 点 13:34‐  13:44 74 69 66

oヽ6地 点 13:49-13:59 68 64 ｂ^

No 7地 点 ]`:27-14:37 76 66

oヽ8地 点 11142- 11152 60 ′
ｉ

No 9地 点 15:43-15:53 46

No 10地 点 15:11-15:21 45 ′
，

一ｂ

No ll地 点 16:05^-16:15 37

No 12地 ,点 16:24～ 16:34 46 イ
， 39

計 量 の 方 法
昭和 43年通商産業F他告示 l号備考

]Is Z 8731 環li騒音の表示 測定方法

淑1定 担 当 者 金山 秀則

【特記事項】

添付資料 i測定結果報告書



N0 560015

平成 27年 10月 26日

クリーンセンター花泉有限会社 殿
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1 計量年月日
2 計量の場〕i

3 計量の結果

｀
「 成 27年 9月 25日

場  所 :ク リーンセンター花泉有限会社
‖:  ]i:岩手県 ―関 lj花泉町目形字曰形山 2番地 1

測定箇所 :敷地ll及び周辺 12地点

貴依 llによる計量結果を次のとおり証明致します .

計
=の

対 象

振動レベル

指示値又は

最大指示値

の平均値

振動レベル

80%レ ンジ

上端値 (L〕♪

振動レベ′レ

中央値 C..)

振動 レベル

80%レ ンジ

ド端値 (L.。 )

lll定地点名 測定時´
`B

dB dB dB

No l地点 13:12-13:22 31 30未満 30未満

No 2地 点 14:08´ -14:18 50 43 ,7

oヽ3地 点 14:15-14:55 35 :)0 30未満

oヽl地 点 lli15‐  11:25 34 30未満 30未満

oヽ5地 点 13:('4-13:41 45 ,9 33

oヽ6地 ■ 13:49～ 13:59 35 30未満 30未満

oヽ71L点 14:27-14:37 45

No 8地 点 11:42‐‐11152 33 30未満 30未満

oヽ9地 点 15:41,-15:53 30未満

oヽ10地点 15:ll～ 15:21 31未満

No 地点 16:05^-16115 30未満

oヽ 2地点 16:24ヽ 16:34 32 30未満 30未満

計 量 の 方 法
昭和 51年環境庁告示第 907備考

JIS Z 8735 振動レベフレ測定方法

測 定 担 当 者 金山 秀則

I特記事項】

添付資料 :測定結果報告書



測 定 結 果 報 告 書

l件  名
環境測定

2 測定年月日

平成 27年 9月 25日

3測 定 場 所

測定場所 :ク リーンセンター花泉有限会社

イ1:  所 :岩 千県―関「 花泉IIF曰 形■口形山2番地 1

4測 定 地 点

測定地点は、施設稼働時の騒音レベル及び振動レベルの現況を把握するため、敷地内及び周

辺の 12地点とした.

5111定 回 数

騒ξ及び振動測定は 施設稼動時を対象として 10分間の涸l定を各 1回実施した。



6 測定方法及び冽l定結果の整理方法

1)騒音レベル

扱1定は、騒音計 (サ ウンドレベルメーター :JlS C 1509 1)と レベルレコーダ (JIS C 1512)

の組み合わせを用いて 環境騒音の表示 測定方法 (,lS Z 8731)に 準711し た.

騒音レベルは、表 1に従つて評価した。表 1に示す 1に該当する場合については、レベル

レコーダに出力し指示値 (Ll)を 読みとつた。また、3の場合は、.nL録用紙から5秒間隔で 100

個のデータを読み取り、値を統計処理 (巻末に測定.L録衣を添付)した後、90%レ ンジの上端

値 (L.5)ヽ 中央値 (Llm) 下端値 0.5)と して幣理した。

なお、測定時において、側近の道路を走行する自動車による騒音は評価対象外音として除外

したが、虫や鳥による自然環境騒音は 常時発生していたため除外していない。また、騒音レ

ベルの)1定に使用した測定機器及び測定条件は、表 2に示すとおりである。

表 1 騒音レベルの評価

番号 特定工場等における騒音測定値の評価

l 希示値が変動しないか 少ないときはその指示値とする.

2
指示値が周期的又は間欠的に変動し、その最大値がおおむね 定の場合は、

その変動F~の最大1■示値の平均値とする.

3
指示値が不規印Iかつ大幅に変動する場合は洒定値の 90%レ ンジの上端値と
~す

る.

4
指示値が同期 II l又は間欠的に変動し、その指示値の最大値が 定でない場

合、その変動毎の指示値の 90%レンジの上端値とする.

表 2 騒音測定機材及び測定条件

測 定 機 器 測 定 条 件

普 通 騒 音 副

R10N Lヽ-21

周 lr数 補 J巨 回路 Attlt

マイクロホン高さ 地上 1 2in

レベルレコーダ

R10N LR-04

動  特  性 FAST

チャー トスピ‐ド li皿 /scc



2)振動レベル

測定は、振動レベル計 (JIS C 1510)と レベルレコーダ (JIS C 1512)の lHみ合わせを用い

て、振動レベルlul定方法 (JIS Z 8735)に 準拠した。

振動レベルは、表 3に従つて評価した。表 3に示す 1に該当する場合については レベル

レコーダに出力し指示値 (Lv)を読みとつた。また 3の場合は、記録用IIか ら5秒間隔で 100

個のデータを読み取り、値を統訓 ll■理 (巻末にlul定記録表を添付)し た後 80%レ ンジの上端

値 (LI。 )、 中央値 (Li。 )、 下端値 0“。)と して整理した。

なお、測定時において、側近の道路を走行する自動車による振動は、評価対象外振動として

測定値から除外した。また、振動レベルの測定に使用した測定機器及び測定条件は、表 4に示

すとおりである。

表 3 振動レベルの評価

番号 特定工場等における振動測定値の評価

1 指示値が変動せず、スは変動が少ない場合は、その指示値

2
指示値が周期的又は間欠的に変動する場合は その変動毎の最大指示

値の平均1に

3
指示値が不規則かつ大幅に変動する場合は、 5秒間隔 100個、又はこ

れに準するIHI隔  個数の測定値の 80%レ ンジの上端値

表 4 振動測定機材及び測定条件

測 定 機 器 測 定 条 件

lr動 レンヽル言ト

R10N VM-53A

感 覚 補 正 回 路 VL振 動 レベ ル )

測  定  方  向 Z(鉛 1白:)方向

レベルレコーダ

R10ヽ IR-04

動 特 性 VL― slow

チャー トスビード l mm′ scc

注)振動渭1定に用いた振動 レベル計 (VM 53A)|■ 測定使用
範囲が 30～ 120dBで ある。



7測 定 結 果

1)騒 音 レベ フレ

騒音レベルの測定結果を、表 5に示す.

表 5 騒音レベル測定結果一覧表
単位 dB

測定地点
騒音レベル 評価

方法

管理目

標値と

の適否

主な音源等
L☆ LA5 LA60 Lκ5

ヽ 1地 点 45 一〇 3 0

破砕施設年稼 llll帝

重機等作業音

搬人車両走行音

No 2地点 60 52 3 C
破砕施設等稼 lal音

童機等作業音

No 3地点 44 3 0
フォークリフトの作業音

搬人車両走行音

No l地 点 62 57 54 3 0 重機等作業音

No 5地 点 69 ●^ 3
重It等作業音

破Ft施設等稼働音

¨ 6地 点 68 61 6, 3

童機等作業帝

破砕IL設年稼 lJl音

搬入車両走行音

¨ 7地 点 76 66 59 3 フォークリフトの作業者

い 8地 点 60 52 15 3 搬人市両走行音

oヽ9地 点 46 38 35 3 フォークリフ ト●)作業音

oヽ10地 点 45 42 3 0 主に■の鳴き声

oヽ ll地 ■ 37 1

重機等作業者がかすかに

聞き取れる

oヽ12地 点 イ
， 40 39 3

重機等作業音がわずうlr

聞こえる

備考 1)   は 評価値を示す.
備考 2)評価方法は、表 1に従つた.
備考 3)管理日標値は、敷地境界 |■おいて 70dB以下。● 〕適合、× :不適合、一 :該 当しない



2)振動レベル

振動レベルの燿1定結果を、表 6にホ十.

表-6 振動レベル測定結果一覧表
単位 :dB

備考 1)   は 評価値を示す.
備考 2)評価方法は、表 31i従つた.
備考 3)管理日標値は 敷地境界において 65dB以 下,C:適 合 × :不適合、一 :該当しない

測定地点
振動 レベル 評価

方法

管理目

標値と

の適否

主な振動源等
L L10 L50 L,0

■ 1地 卓 31 30未満 30未満 3 0
破砕施設等稼働、重機等作

業 搬人車両走行に伴 う振動

oヽ2地点 50 37 3 0
破砕施設年稼lul 重機等作業

に伴 う振動

oヽ3地 点 35 30未 l■ 3 0
フォークリフトの作業、搬入

車両走行に伴う振動

oヽ41L点 34 30未満 3つ未満 3 C 重磯等作業に伴 う振動

oヽ5地 点 ，
ヽ 33 3

重機等作業、破砕施設等稼働

にイ+う 振動

oヽ6地 点 35 30未満 30未満 B
重機等作業、破砕施設年稼

働 搬人車両走行に伴う振動

oヽ,地点 ′
，

０^ 30 3
フォークリフトの作業に伴

う振動

oヽ8地 点 つ
０ 30未満 30来 ,占 3 搬人車両走行に伴 う振動

No 9地 点 30未満 1

フォー ク リフ トの作業に伴

う振動

No 10地点 30未満 l 0 特になし

No ll地 点 30未満 1 特になし

No 12地点 32 30未満 30未満 3
破F・●L設等稼働、重機等作業

にllう 振動



3)気象状況

測定当日の気象状況を、表 7に示す。

表 7 気象状況一覧

時 間
気  象

天  候 風  向 風速 (m/s) 温度 (℃ ) 湿度 (96)

11:30 くもり 静穏 10未満 20 5

13:25 くもり 静穏 10未満 218 47

14:20 くもり 静穏 10未満 198 54

15:22 小 雨 静穏 10未満 193 ０^

16:20 くもり 静穏 10未満 184 一ｂ



8 所   見
貴社依頼による騒音レベル及び振動レベルの測定結果は、前記の表 5騒音レベル測定結果

一覧衣、表 6振動レベル測定結果 覧表に示
'~と

おりである。なお、今日硼l定 した事業場は、

都市計画区域外であり、騒音規制法、振動規Tl法に基づく規制基準は適用されない。

施設稼働時における騒音レベル測定結果は 37～ 76dBであつた。なお、敷地境界付近の測

定地点である No l、 No 2 No 3、 No 4及び No 10の 5地 ,点では、いずれの地点 1)敷地境

界における管理目標値 (70dB以下)を下日る結果であった。

施設稼働時における振動レベル測定 |・
L果は、30未満～50dBであつた。なお、敷地境界付近

の測定地点である No l、 No 2、 No 3、 No 4及び No 10の 5地点では、いずれの地点も敷

地境界における管理 H標値 (65dB以下)を下回る結果であつた。

参考として 下記の資料を巻末に示す。

資料表 1 特定工場等及び騒音特定工場等の規制基準

資料表 2 岩手県条例に定める騒音規制地域の区域区分

資料表 3 特定工場等における振動の規制基準

資料表 4 井手県条例に定める振動規制地域の区域区分

・資 14表 5 音のおおきさのめやす

・資料表 6 気象庁震度階級と振動カロ速度レベルの関係

・資料表 7 騒
= 
振動測定記録表

資十表 8 測定状況写真

― 以上  ―



業務件名 :環境測定

採取地点 :No 14地点

採取日 :平成 27年 9月 25日

悪臭測定結果一覧表

項  日
測定結果

(ppm)

管理目標値

(ppm)

アンモニア 01未満 1

メチルメルカプタン 0 0005ブく漏寄 0 002

硫化水素 0 0005未満 0 02

硫化メチル 0 0005未満 0 01

■硫化メチル 00005未満 0 009

トリメチルアミン 00008未満 0 005

アセトアルデヒド 0004未満 0 05

プロピオン酸 00005未満 0 03

ノルマル酪酸 00005未満 0 001

ノルマル古草酸 00005未満 0 0009

イン吉草酸 0 0005月に淵埼 0 001



濃 度 計 量 証 明 書

クリーンセンター花泉有限会社 殿

貴依頼による計量の結果を ド記のとおり証明致します。

号

日市岬
発

発

N● SA50066

平成2F年 10月 6日

計量証明事業登録北海道 634号

事業者 エ ヌ エ ス 環 境 株 式 会 社
〒1050003   東京都港区西新橋 3-24-9
事業所 本L幌 支店 II幌 分析センター
〒O1000011ヒ 海道ォt幌 市中央区ヨヒ1条● 16Jロ

L (Ol])143- 1981

計量管理者    倉+規 広
環境計量上(濃度関係)登録番号 第2285号

試料tF取 曰 平成27年 9月 25日 1採取時タリⅢ■0～ m■し1採取者/所月  企山 秀貝11エスエス環境株式会社盛岡支店

採取場所  ― 試ll受付日   平成21年 9月 28日
件 名 環境測定 悪臭
試 料 名 No 14地点 計量の対象    臭気試料

計量の項 日       {単 位 ) 計量の結果
F限値         計量の方法

アンモニア               (p口 ■) 01未満 01 課樽弄寝賢習別表第
1

メテルメルカプタン           (ppm) 0∞ 05未満 00005『す黒智見躁騨ξ
第2

硫化水素               (plm) 00∞ 5未ホ簡 o0005 漫奮慕 裂見貯響瞥
第2

硫化メチル

:lrt化メチル

(ppm)

(,,m)

00005未 満 00005  『う〕烹子lttfi;=:!零
第]

00005未 満 o OO05  
『 :]蓋 テl見 :i;:;!委

第 2

トリメチルアミン               (pPm) 00008未 満 000帆 膚轟ぎ尋:」;:輩F=
アセトアルデヒド             (ppm) 0001未満 O∞4 羅蔀ξl輩|〕号T4
プロビオン酸            lppm)

アルマル酪酸 (ppm)

00005未 満

00005未 満

00005未 満

00005   羅 i,i:]置言:] [Ii']層
3

0∞∞羅蔀ξ:]障73讐
8

ノルマル吉草酸            (ppm, OOO05 1震警蔦葬ぢ:]iア;鷲
S

イソ吉草酸              lppm) 00005未 両 O∞¨罹蔀ξ:]岬;讐
8

以 ド余白

備

　

　

考



業務件名 :環境測定

採取地点 :No 15地点、No 16地点

採取日 :平成 27年 9月 25日 、平成 27年 10月 2日 (人 1場菌群数 )

水質分析結果一覧表

項  目 単位

分析結果
管理日標値

0ヽ 15 No 16

水素イオン濃度 (pH) 76 85 5 8‐  8 6

生物化学的酸素要求量 (BOD) mg/L 47 1 5 30以 下

化学的酸素要求量 (COD) mg/L 96 84 30以下

浮遊物質量 (SS) mg/1 6 3 60以 下

′ルマいサキン抽出物質含有量 mg/L 07 05未満 5以下

クロム含有量 mg/し 001未 ll 001未満

窒素含有量 mg/L 0 54 0 47

燐含有量 mgノ | 0 05 0 03

大llE菌群数 個ノci; 1300 220



濃 度 計 量 証

貴依頼による計量の結果を下記のとおり証明致します.

発 行 番 ■ NO MW53294

発行年 月 日平成271■ 0月 19日

言1量証明事業登録岩手県 第70号

ヌ エ ス 環 境 株 式 会 社
東京都港区西新橋3249
総 合 分 析 セ ン タ ー
岩 手 県盛 岡市 みたけ4-3-33

■ (019)643-8911

事業者 エ

T105-0003

事業所
〒020-0122

計量管理者    渡辺 泰彦
環境計量士 (濃贅関係)/‐録番弓 第5327号

試料採取曰

―

を5日 ほ取時亥|1 17Ю l l採取者/所属1  企山 秀貝ウエヌエス環境株式会社盛同支店
採取状況 天候 :雨 気温 177℃ 水温 lS O℃

採取場所 |クリーンセンター花泉有限会社 試料受付日‐  平成27年 ,,125日

¨ 水質

試 料 名 No 15地 点 言1量の対象 1    本質

計量の項目 (単イt) 計量の結果
言
雖
ヽ
「

計量の方法

水素イオン濃度(PII)

生物イヒ学的酸素要求量(30D)

(― )

(mg`L)

76

47 測
JIS K

JIS Iく

0102121(201つ

010221及 て
'323(2013)

化学|1醸素要求量(COD)

浮遊物質量(SS)

ノルマルベキサン仙出物質含有量

(ng/L)

(mg′ L)

(ng/L)

96

6

07

』

一
‐
一
』

JIS K 0102 17(2013)

S41環告第59号付表9(H20改 正)

S49環告第64=付表4026改正)

クロム含有量 Ong“ ) 001未満 001 JS K 0102 65 1 50013)

・‐t来含有量 (l1lg/L) 002 JlS K O102 45 2(2013)

焼含有量 (mg,L) 005 O02 JIS Iく O102463 1(2013)

以下余白

|

備

　

　

考



分 析 結 果 報 告 書

クリーンセンター花泉有限会社 殿
事業者 エ

T105-0003

事業所
〒020-O122

発 行 番 号 、ヽ03W50340

発行■月 ヨ 平成27¬句0月 ,日

計士証明事業登録岩手県第70弓

ヌ エ ス 環 境 株 式 会 社
東京都港区西新橋3-24-9
総 合 分 析 セ ン タ ー
岩千県盛岡市みたけ4-3-33

TT〔 (01,)643-8911

1・ 辺 泰彦試験責任オ

貴依頼による分析の結果を下記のとおり報告致します。

試十ll■取日 平成271=]0月 2日 |ス取時刻  ,00 11・ 取者/所属1   藤谷 実アクリーンセンター花泉有限会社
採取ボ況 天候 :晏り 気温 20℃ 湿度 5S%
Ff取場所 岩手県―関市花泉町曰形宇日l1/山 2番地l 1試料受イ1日   平成27年 10月 5日
件  名 水質検査
試 料 名 雨水 (Noi5) 1分析対象 1    水質

分析項 目 (単 l~) 分析結果
t■
下限値

分tr方法

大腸尚群数            (個 たm')

以下余白

1300 30 S37厚生省 tL設省令第1号男1表第11126改 iE)

備

　

　

考

分析に IIした試料は依頼者がII取した持込試十です.



発 lT 番 号 NoMW532%
発 行年 月 口 平成27年 0月 1,日

計量証明事業登録岩手県 第70号

ヌ エ ス 環 境 株 式 会 社
東京都港区西新橋3-24-9
総 合 分 析 セ ン タ ー
岩手県盛同市みたけ4-333

一・　‘・・・，
一ヽ一

■

濃 度 計 量 証 明 書

クリーンセンター花泉有限会社 殿

貴依頼による計量の結果を下記のとおり証FH致します。

事業者 エ

〒1050003

事業所
T020-O122

L(019643-8911

計景管理者    渡辺 泰彦
環境計量士 (濃度関係)壺最番号 第5327号

試料採卿  平成27年 9月 25口 |IT取時亥11 i500 1採取者/フ i属 1  今山 秀貝1/エヌエス環境株式会社盛岡支店
採取状況 大候 :雨 気温 189℃ 水侃 190℃

採取場所 クリーンセンター花泉有限会社 試II受 ,日 |  ―F成27年 9月 25日

件  名 環境渭1定 水質
試 ll名 No 16地点 言 FLの対象 1    水質

計量の項目 (単 l~) 計量の結果
足 ユ

下「長1貪
計量の方法

水素イオン濃度(pH) () 85 小数lIT JIヽ I｀ 0102121(2013)

生物化学的酸素要求量(BOD) (ng/L) 15 o5 IIS K 0102 a及 び 323(2013)

化学|1醸素要求量(COD) (ng/L) 84 o5 IIS Iく 0102 1'(2013)

=遊
ll質量(SS) (ng/L) 3 l S16環告第5,号付表9026改正)

ノルマルヘキサン抽 日物質含有量 (1:lg/L) 05未満 05 S10環告第64号イ1表 1(H26改正)

クロム含●量 (mg,L) 001未満 O Ol JS K O102 65 1 5CO13)

空業含布i (mg,L) 047 002 JlS l｀ O102452(2013)

燐含有量 (mg/L) 003 002 JIS Iく 01024631(2013)

以下余山

備

　

　

考



分 析 結 果 報 告 書

クリーンセンター花泉有限会社 殿
J業者 エ
〒105-0003

事業所
〒020-0122

発 行 番 号 ヽ03W50341

,と 行年 月日 平成27年 10月 9ロ

計量証明事業登録岩手県 第70号

ヌ エ ス 環 境 株 式 会 社
東京都港区西新橋3-24-9
総 合 分 析 セ ン タ ー
岩 千県盛岡市みたけ4-3-33

■1(019)643-8911

渡辺 泰彦試験責任イ

貴依頼による分析の結果を卜記のとおり報告致します.

試料採取日 平成27年 10月 2口 1採取時刻 1 920 11T'者 /所同    藤谷 実/クリーンセンター花泉市限会社
採取状況 ‐天侯 :曇り 気温 20℃ 湿度 58%
採政場所 キ1手県 関市イと泉町曰形字曰形山2番地1 1試 ll受

`,日

  平成27年 10月 5日
件  名 水 lt検査
試 料 名 雨水 (No16) 1分析対象 1    水質

分析頂申 (単イい 分析結果
足 童

下 1限値
分析方法

大I易菌群数 (個 /cm・ ) 220 30 S37厚 生省 建設省令第1号男1表第11126改正)

以下余白

備

　

　

考

分析に供した試料は依頼者がII取した持込試tlです。



有害ガス測定

測定日 平成２７年　９月２８日（月曜日）　AM ８：４０～９：００

測定場所 №１３（固化処理施設№２ピット）

1回目 2回目 3回目 平 均 判　定

20.90% 20.90% 20.90% 20.90% 合格

0% 0% 0% 0% 合格

０ppm ０ppm ０ppm ０ppm 合格

０ppm ０ppm ０ppm ０ppm 合格

測定ガス

Ｈ２Ｓ

ＣＯ

ＣＨ４

酸素濃度
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有害ガス測定

測定日 平成２８年１１月　３日（木曜日）　PM １：００～１：２０

測定場所 №１３（固化処理施設№１ピット）

1回目 2回目 3回目 平 均 判　定

20.90% 20.90% 20.90% 20.90% 合格

0% 0% 0% 0% 合格

０ppm ０ppm ０ppm ０ppm 合格

０ppm ０ppm ０ppm ０ppm 合格

測定ガス

Ｈ２Ｓ

ＣＯ

ＣＨ４

酸素濃度



























※№3地点では、環境測定時に、がれき類処理施設の地盤改良工事を行なっていた為、
騒音振の管理目標を超えていた。



※測定ポイント№３は、敷地境界が崖になっている為、防音シートの内側に測定ポイントを
　設けています。

地盤改良工事中

測定ポイント（防音シートの内側）














































